
2021・1 AFCフォーラム　15

日本政策金融公庫 農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート
　

こ
の
農
業
経
営
動
向
分
析
は
、日
本

公
庫
の
農
業
を
営
む
融
資
先
を
対
象
に
、

３
カ
年（
２
０
１
７
年
～
２
０
１
９
年
）

の
決
算
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
、損
益
の

動
向
や
財
務
指
標
な
ど
を
分
析
し
、取

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
個
人
経
営
に
お
け
る
決
算
動

　

ま
ず
、２
０
１
９
年
の
個
人
経
営
の

収
支
状
況
を
経
営
部
門
別
に
見
て
い
き

ま
す
表
。

　

耕
種
部
門
に
つ
い
て
、売
上
高
は
、稲

作（
北
海
道
・
都
府
県
）・
露
地
野
菜

（
都
府
県
）・
施
設
野
菜
・
茶
・
キ
ノ
コ

は
３
０
０
０
万
円
前
後
で
す
が
、施
設

花
き
や
平
均
経
営
規
模
が
大
き
い
畑

作（
北
海
道
）・
露
地
野
菜（
北
海
道
）は

４
０
０
０
万
円
前
後
～
５
０
０
０
万
円

向
を
中
心
に
分
析
を
し
ま
し
た
。法
人

経
営
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
は
次
号
で

紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
対
象
期
間
は
２
０
１
９

年
で
あ
り
、調
査
結
果
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

超
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
従
者
給
与
控
除
前
の
農
家
所
得
は
、

稲
作（
北
海
道
・
都
府
県
）・
畑
作（
北
海

道
）・
果
樹
・
露
地
野
菜（
北
海
道
）の
所

得
率
が
25
～
30
％
で
あ
る
一
方
、燃
料

動
力
費
率
の
高
い
施
設
野
菜
・
施
設
花

き
・
茶
の
所
得
率
は
15
～
20
％
前
後
、

キ
ノ
コ
は
２・８
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま

す
図
１
。

　

売
上
高
に
対
す
る
借
入
金
残
高
の
比

率（
売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
）は
、稲

作（
北
海
道
・
都
府
県
）・
果
樹
・
施
設

野
菜
・
茶
・
キ
ノ
コ
が
75
％
超
と
高
率

と
な
る
一
方
、畑
作（
北
海
道
）・
露
地
野

菜（
都
府
県
）は
40
～
50
％
前
後
と
比

　

畜
産
部
門
の
収
支
状
況
を
経
営
部
門

別
に
見
る
と
、酪
農（
都
府
県
）を
除
い

た
他
の
業
種
で
は
、売
上
高
が
１
億
円

を
超
え
る
水
準
と
な
る
一
方
、平
均
経

営
規
模
が
小
さ
い
酪
農（
都
府
県
）は
約

８
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
表
。

　

農
家
所
得（
専
従
者
給
与
控
除
前
）に

つ
い
て
、所
得
率
は
酪
農（
北
海
道
）を

除
き
５
～
10
％
前
後
と
耕
種
に
比
べ
て

低
く
な
り
ま
し
た（
図
３
）。畜
産
は
設

備
投
資
に
よ
る
負
担
や
材
料
費
を
は
じ

め
と
す
る
費
用
負
担
が
よ
り
大
き
い
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
酪
農
に
つ
い
て
は
、設
備
負
担

に
加
え
保
有
家
畜（
乳
牛
）の
減
価
償

却
負
担
が
大
き
い
た
め
、売
上
高
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
は
、肉
用

牛（
肉
用
種
）が
70
％
超
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
素
牛
購
入
単
価
上
昇

を
受
け
た
運
転
資
金
借
入
が
増
加
し
て

2019年（１～12月）の個人経営は全体として売上高
は前年比増加で推移し、農家所得は一部の野菜や
茶、採卵鶏を除いて、横ばいから増益となりました。

耕種・畜産ともに
売上高が増加

農家所得は総じて増益
―2019年農業経営動向分析（個人経営）―

較
的
低
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
に
占
め
る
材
料
費
の
割
合（
材

料
比
率
）は
、畑
作（
北
海
道
）と
露
地

野
菜（
北
海
道
）が
40
％
超
と
高
く
、そ

の
他
の
業
種
は
お
お
む
ね
30
～
35
％
前

後
と
な
っ
て
い
ま
す
図
２
。

　

機
械
化
が
比
較
的
容
易
な
稲
作（
北

海
道
・
都
府
県
）・
畑
作（
北
海
道
）・
露

地
野
菜（
北
海
道
）は
、他
の
業
種
に
比

べ
て
労
務
費
割
合（
労
務
費
率
）が
低
く

な
り
、減
価
償
却
費
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。一
方
、収
穫
作
業
な
ど
で
労
働

力
が
必
要
な
果
樹
や
施
設
野
菜
、キ
ノ

コ
な
ど
は
労
務
費
率
が
他
の
業
種
に
比

べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

稲
作
の
売
上
高
は
３
０
０
０
万
円
前
後

稲
作
の
所
得
率
は
25
～
30
％

畜
産
の
売
上
高
は
１
億
円
を
超
え
る

耕
種
よ
り
低
い
畜
産
の
所
得
率
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い
る
こ
と
や
１
件
当
た
り
の
設
備
投
資

額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

素
畜
費
を
含
め
た
材
料
費
率
は
、す

べ
て
の
畜
種
で
55
％
以
上
、高
い
も
の
は

80
％
超
と
、耕
種
の
25
～
45
％
に
比
べ

　

２
０
１
９
年
の
収
支
を
18
年
と
比
較

し
て
み
ま
す
表
。

　

ま
ず
は
耕
種
部
門
に
つ
い
て
。稲
作

（
北
海
道
・
都
府
県
）は
規
模
拡
大
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、収
量
が
前
年
並
み
で

あ
っ
た
こ
と
、米
価
が
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
売
上
高
が
増
加
し
ま
し
た
。費
用
は

燃
料
動
力
費
を
中
心
に
減
少
し
た
こ
と

か
ら
所
得
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

畑
作（
北
海
道
）は
、小
麦
が
豊
作
で

あ
っ
た
こ
と
や
小
麦
の
入
札
価
格
が
高

値
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
売
上
高

が
増
加
し
て
い
ま
す
。費
用
は
燃
料
動

力
費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
所
得

は
増
加
し
ま
し
た
。

　

果
樹
は
、売
上
高
は
増
加
し
ま
し
た

が
、労
務
費
・
人
件
費
、燃
料
動
力
費
が

か
さ
み
、所
得
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

露
地
野
菜（
北
海
道
）は
、天
候
に
恵

ま
れ
た
こ
と
か
ら
売
上
高
が
増
加
し
、

前
年
並
み
の
利
益
を
確
保
し
ま
し
た
。

一
方
、露
地
野
菜（
都
府
県
）は
、お
お
む

ね
温
暖
な
気
候
に
よ
り
売
上
高
は
前
年

並
み
と
な
り
ま
し
た
が
、材
料
費
や
燃

料
動
力
費
な
ど
が
増
加
し
、所
得
は
減

少
し
ま
し
た
。

　
施
設
野
菜
は
、規
模
拡
大
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
売
上
高
が
増
加
し
ま
し
た

が
、卸
売
価
格
が
全
体
的
に
低
調
に
推

移
し
た
こ
と
や
、労
務
・
人
件
費
な
ど
の

費
用
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
所
得
は

減
少
し
ま
し
た
。

　
施
設
花
き
は
、売
上
高
は
前
年
並
み

で
す
が
、材
料
費
、労
務
費
・
人
件
費
な

ど
の
費
用
増
加
に
よ
り
所
得
は
減
少
し

ま
し
た
。

　
茶
は
、経
営
規
模
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、近
年
の
リ
ー
フ
茶
需
要
の

減
退
な
ど
に
よ
る
販
売
単
価
の
下
落
が

響
き
、減
収
減
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
図
4
。

　

養
豚
一
貫
、採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
で

は
飼
料
費
率
が
50
～
60
％
前
後
と
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、飼
料
価

格
が
上
昇
し
た
場
合
、経
営
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

表　経営部門別の収支（対前年比較表）[個人経営]

業　種 サンプル
数

経営規模 売上高（百万円） 農家所得
（専従者給与控除前：百万円）

単　位 2018年 2019年 2018年 2019年 前年対比 2018年 2019年 前年対比

耕
　
種

全国 2,817 29.7 30.9 104.0％ 6.8 6.8 100.0％

稲作
北海道 67

水稲作付面積 （ha）
15.5 16.2 31.5 34.9 110.8％ 8.1 9.9 122.2％

都府県 921 15.0 15.7 27.3 28.9 105.9％ 6.5 7.3 112.3％
畑作 北海道 70 経営耕地面積 （ha） 42.9 43.2 55.4 60.0 108.3％ 16.6 17.4 104.8％
果樹 全国 227 第１位品目作付面積（ha） 2.0 2.0 16.6 17.7 106.6％ 5.0 4.8 96.0％

露地野菜
北海道 62

第１位品目作付面積（ha）
9.5 9.6 47.0 52.2 111.1％ 13.2 13.5 102.3％

都府県 364 3.3 3.5 30.2 29.9 99.0％ 7.0 5.4 77.1％

施設野菜
全国 844

第１位品目栽培面積（千㎡）
4.9 5.1 30.2 31.6 104.6％ 6.3 6.0 95.2％

うちトマト 362 5.7 5.9 32.9 35.4 107.6％ 5.5 6.0 109.1％
施設花き 全国 178 第１位品目栽培面積（千㎡） 5.7 5.7 38.8 39.3 101.3％ 6.8 6.5 95.6％

茶 全国 84 茶園面積（ha） 5.8 5.9 28.0 26.2 93.6％ 5.5 3.8 69.1％
キノコ 全国 ８ 第１位品目収穫量（ｔ） 19.3 21.5 31.1 28.7 92.3％ 0.2 0.8 400.0％

畜
　
産

全国 971 109.2 111.2 101.8％ 9.2 9.7 105.4％

酪農
全国 521

成牛頭数 （頭）
67.7 69.2 84.3 88.1 104.5％ 10.9 11.4 104.0％

北海道 55 88.9 95.9 106.6 110.9 104.0％ 20.6 20.5 99.5％
都府県 466 65.2 66.1 81.7 85.4 104.5％ 9.8 10.3 105.1％

肉用牛肥育 全国 360 飼養頭数 （頭） 216.5 210.1 143.4 142.7 99.5％ 6.5 7.4 113.8％
養豚 全国 59 繁殖雌豚頭数 （頭） 157.1 159.7 114.4 114.1 99.7％ 11.6 11.9 102.6％

採卵鶏 全国 17 飼養羽数 （千羽） 36.0 37.0 123.6 122.7 99.3％ 4.8 3.7 77.1％
ブロイラー 全国 14 飼養羽数 （千羽） 52.7 54.4 119.5 137.2 114.8％ 9.9 11.0 111.1％

注１）経営規模、売上高、農家所得は経営部門ごとの１経営体当たりの平均値を記載しました。
注２）増減率はラウンドの関係で数値が合わない場合があります。

耕
種
、畜
産
と
も
売
り
上
げ
伸
ば
す

耕
種
は
コ
ス
ト
増
で
所
得
減
も
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キ
ノ
コ
は
、生
産
量
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、一
部
品
目
の
販
売
価
格
の
下

落
に
よ
り
売
上
高
は
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、費
用
も
減
少
し
た
こ

と
か
ら
所
得
は
横
ば
い
に
推
移
し
て
い

ま
す
。酪

農
、肉
用
牛
と
も
所
得
増

　

次
に
、２
０
１
９
年
の
畜
産
部
門
を

18
年
と
比
べ
て
み
ま
す
。

　

酪
農
は
、総
合
乳
価
の
値
上
げ
や
飼

養
頭
数
の
増
加
に
よ
り
北
海
道
・
都
府

県
と
も
に
売
上
高
が
増
加
し
ま
し
た
。

所
得
に
つ
い
て
は
、北
海
道
は
材
料
費
、

減
価
償
却
費
の
増
加
に
よ
り
前
年
並
み
、

都
府
県
は
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
肥
育
は
、消
費
増
税
や
黒
毛

和
牛
の
高
値
疲
れ
な
ど
か
ら
、前
年
に

比
べ
安
値
傾
向
で
推
移
し
、売
上
高
が

減
少
し
ま
し
た
。し
か
し
、売
上
高
材
料

　

２
０
１
９
年
の
農
家
所
得
は
全
体
と

し
て
前
年
よ
り
か
ね
が
ね
横
ば
い
か
ら

や
や
増
加
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
水
準
は
ど
う
な
の
か
、過
去
６
年

間
の
所
得
の
傾
向
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

耕
種
部
門（
主
要
業
種
）に
つ
い
て
、

野
菜（
露
地
・
施
設
）を
除
い
て
一
定
の

水
準
で
、緩
や
か
に
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
図
５
。

　

露
地
野
菜（
都
府
県
）が
低
水
準
で

推
移
し
て
い
る
の
は
、相
場
の
変
動
が

大
き
い
こ
と
、人
件
費
や
燃
料
動
力
費

費
率
は
低
下
し
た
た
め
、所
得
は
増
加

し
ま
し
た
。

　

養
豚
は
、豚
熱
や
豚
流
行
性
下
痢（
Ｐ

Ｅ
Ｄ
）な
ど
の
影
響
か
ら
と
畜
頭
数
は

伸
び
な
か
っ
た
も
の
の
、豚
肉
販
売
価

格
が
前
年
を
上
回
っ
て
推
移
し
た
た
め
、

売
上
高
は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
は
売
上
高
材
料
費
率
の
低
下
な
ど

か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

採
卵
鶏
は
、卵
価
に
つ
い
て
台
風
の

影
響
に
よ
る
供
給
量
の
減
少
な
ど
か
ら

一
時
的
に
上
昇
す
る
動
き
も
あ
っ
た
も

の
の
、生
産
量
の
増
加
に
よ
る
需
給
の

緩
み
で
、全
体
的
に
低
迷
し
て
お
り
、売

上
高
も
や
や
減
少
し
ま
し
た
。売
上
高

の
動
き
に
伴
い
所
得
も
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、生
産
量
増
加
の
影

響
か
ら
売
上
高
・
所
得
と
も
に
増
加
し

ま
し
た
。

稲作
（都府県）

畑作
（北海道）

果樹 露地野菜
（北海道）

露地野菜
（都府県）

施設野菜 施設花き 茶 キノコ稲作
（北海道）
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10.5
13.1

15.6

図１　2019年の所得率など（耕種部門、個人経営）

図２　2019年のコスト内訳（耕種部門、個人経営）

耕
種
は
増
加
、畜
産
は
横
ば
い

直
近
６
年
間
の
所
得
動
向
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Report on research

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。対
し
て
、露
地
野

菜（
北
海
道
）は
安
定
的
に
推
移
し
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、畜
産
部
門
に
つ
い
て
、酪
農
お

よ
び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
全
体
を

と
お
し
て
、比
較
的
高
い
水
準
を
保
っ

て
い
ま
す
図
６
。

　

し
か
し
、肉
用
牛
肥
育
・
養
豚
・
採

卵
鶏
は
相
場
の
変
動
な
ど
を
強
く
受
け
、

横
ば
い
、な
い
し
、や
や
低
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
公
開
資
料
は
当
公
庫
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
公
庫 

農
業
経
営
動
向
分
析
」

な
ど
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田 

圭
介
）

【
集
計
・
分
析
対
象
等
】

⃝

集
計
・
分
析
対
象
先

　

�

公
庫
取
引
先
５
３
４
８
先（
個
人
経
営
３
７
９
６

先
、法
人
経
営
１
５
５
２
先
）

⃝
�

対
象
経
営
部
門（
農
業
収
入
の
第
一
位
部
門
で
区

分
）

　

�

耕
種
８
部
門
：
稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、果
樹
、

露
地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花
き
、茶
、キ
ノ
コ

　

�

畜
産
５
部
門
：
酪
農
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一
貫
、

採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

⃝

対
象
決
算
期

　

２
０
１
７
年
・
18
年
・
19
年

　

�

法
人
は
各
年
12
月
～
翌
年
３
月
が
決
算
期
の
も

の
【
注
】

・�

文
書
中
の「
増
益
」や「
減
益
」は
、個
人
経
営
で

は
農
家
所
得（
専
従
者
給
与
控
除
前
・
税
引
前
）

が
増
加
し
た
か
減
少
し
た
か
で
判
断
し
て
い
ま
す
。

ブロイラー採卵鶏養豚一貫肉用牛肥育
(乳用種)

肉用牛肥育
(交雑種)

肉用牛肥育
(肉用種)

酪農
(都府県)

酪農
(北海道)

100
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20

0

（%） 材料費率 飼料費率 素畜費率 減価償却費率

56.3
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78.1
85.8

80.0
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46.8

24.4
35.0

27.6
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57.3 58.4

2.2 0.8

50.2 46.8 48.2

0.1 0.8 0.6

15.9 15.4

3.1 3.2 2.4 5.9 5.7 4.1

ブロイラー採卵鶏養豚一貫肉用牛肥育
(乳用種)

肉用牛肥育
(交雑種)

肉用牛肥育
(肉用種)

酪農
(都府県)

酪農
(北海道)
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70
60
50
40
30
20
10
0

（%） 所得率 売上高キャッシュフロー比率 売上高借入金残高比率

18.5
12.1

4.3
9.4 6.2

10.4
3.0

8.0

31.5
25.8

7.3
12.3

8.4
15.8

8.6 11.9
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71.8 68.4

57.1

44.5
40.9 37.9

（年）
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※2014年＝100とする
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120.0

80.0
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※2014年＝100とする
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果樹
施設野菜

露地野菜（北海道） 露地野菜（都府県）

図４　2019年のコスト内訳（畜産部門、個人経営）

図３　2019年の所得率など（畜産部門、個人経営）

図６　単位規模あたり農業所得の推移（畜産、個人経営） 図５　単位規模あたり農業所得の推移（耕種、個人経営）

耕種は総じて好調を持続酪農は好調、採卵鶏は苦戦
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酪
農
家
の
９
人
兄
弟
の
８
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
私
。小
学
校
５
年
生
か

ら
、朝
の
乳
し
ぼ
り
は
私
の
仕
事
で
し
た
。幼
い
な
が
ら
に
家
族
の
一
員
と
し

て
家
業
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
し
た
ね
。プ
ロ
野
球
選
手
・

監
督
を
続
け
る
う
え
で
も
重
要
な「
仲
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」、と
い
う
自
分
自
身
の
考
え

方
の
柱
が
、酪
農
に
携
わ
る
こ
と
で
芽
生
え
た
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、乳
し
ぼ
り
が
野
球
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ

う
で
も
な
い
。乳
し
ぼ
り
は
親
指
と
人
差
し
指
で
乳
房
を
絞
る
の
で
、親
指
と

人
差
し
指
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
体
が
自
然
に
覚
え
る
の
で
す
。と
こ
ろ
が

野
球
は
真
逆
で
、バ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
小
指
の
力
の
入
れ

加
減
が
重
要
。最
初
は
バ
ッ
ト
の
扱
い
に
苦
労
し
ま
し
た
。私
が
プ
ロ
野
球
で

大
器
晩
成
型
だ
っ
た
の
は
乳
し
ぼ
り
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
し
て
か
ら
は
長
丁
場
の
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
る
う
え

で
、夏
場
の
体
重
維
持
が
大
変
で
し
た
。ご
飯
を
食
べ
な
い
と
体
重
が
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
が
、バ
テ
て
く
る
と
な
か
な
か
箸
が
進
ま
な
い
。そ
ん
な
と
き
、

私
を
助
け
て
く
れ
た
の
が
、お
か
あ
ち
ゃ
ん（
妻
）が
つ
く
る「
青
唐
辛
子
の

み
そ
漬
け
」。青
唐
辛
子
の
漬
け
込
み
加
減
が
絶
妙
で
、ピ
リ
辛
が
食
欲
を
誘

い
、ご
飯
を
何
膳
で
も
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。Ｄｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
監
督

に
な
っ
た
と
き
に
は
、自
分
と
同
じ
よ
う
に
夏
場
の
体
重
維
持
に
苦
労
し
て

い
る
選
手
に
こ
っ
そ
り
教
え
た
け
ど
、い
ま
も
食
べ
て
く
れ
て
い
る
か
な
あ
。

　

い
ま
、日
本
中
の
農
林
水
産
業
者
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
大
変
な
状
況
だ
と
思
う
。だ
け
ど
、こ
の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て

新
し
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る
。先
日
、知
り
合
っ
た
福
島
県
の
若
手

漁
業
者
の
方
々
も
そ
う
。皆
、今
後
の
販
売
拡
大
の
ア
イ
デ
ア
を
僕
に
話
し
て

く
れ
た
。目
を
輝
か
せ
て
将
来
を
語
る
若
者
の
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
ね
。

　

常
に
自
分
の
状
況
を
見
つ
め
な
お
し
て
、人
の
い
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、ま
ず
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
、と
い
う
こ
と
が
野
球
も
農
林
漁
業
も
一

番
大
事
。今
は
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、日
本
の
農
林
漁
業
者
一
丸
と
な

っ
て
乗
り
越
え
よ
う
。合
言
葉
は
も
ち
ろ
ん「
ゼ
ッ
コ
ー
チ
ョ
ー
！
」（
談
）�

なかはた きよし
1954年福島県生まれ。安積商業高校、駒澤大学卒業後
77年に読売巨人軍入団。ゴールデングラブ賞７回、日
本シリーズ優秀選手賞１回受賞などの実績を残し89年
引退。2004年のアテネ五輪では野球の日本代表監督を
務める。12～15年まで横浜DeNAベイスターズ初代監
督。好きな食べ物はカレーライス・ラーメン。

野球評論家

中畑 清

ゼッコーチョー！
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弊
社
は
地
域
通
信
事
業
を
営
ん
で
お
り
、こ
こ
数
年

は
、人
手
不
足
や
自
然
災
害
の
大
型
化
な
ど
地
域
社

会
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。地
域
に
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
、多
く
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を

構
え
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、地
域
社
会
が
元
気
で
あ
る
こ

と
が
死
活
問
題
だ
か
ら
だ
。と
り
わ
け
自
治
体
や
農
業
生
産

者
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
お
り
、担
い
手
不
足
や
技
術
の
継

承
、遊
休
農
地
の
有
効
活
用
な
ど
深
刻
な
課
題
を
改
め
て
認

識
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
、２
０
１
９
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
初
の
農
業
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）専
業
会

社
で
あ
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
設

立
し
、地
域
に
拠
点
を
構
え
る
支
店
と
と
も
に
対
応
を
進
め

て
い
る
。ま
ず
は
、先
端
技
術
を
活
用
し
た
自
社
フ
ァ
ー
ム

を
運
営
し
、み
ず
か
ら
汗
を
か
い
て
農
産
物
を
生
産
す
る
。

そ
し
て
環
境
生
育
デ
ー
タ
の
分
析
や
収
量
の
予
測
、販
売
や

人
員
配
置
デ
ー
タ
と
の
連
携
な
ど
、得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
と
蓄
積
し
、農
業
生
産
者
へ
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
提
供
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

さ
て
、人
手
不
足
の
解
決
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
生
産
性

向
上
や
省
力
化
が
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、日

本
の
第
一
次
産
業
に
お
い
て
も
そ
の
利
活
用
は
進
み
つ
つ

あ
る
。技
術
が
高
度
化
し
て
い
く
な
か
で
、わ
れ
わ
れ
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
も
、お
客
さ
ま
が
簡
単
に
導
入
で
き
て
運

用
保
守
も
手
離
れ
の
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。が
、そ
も
そ
も

「
課
題
に
合
わ
せ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う
活
用
す
る
べ
き
か
」「
投

資
対
効
果
に
見
合
う
も
の
か
」は
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
て

共
に
考
え
、つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と
必
要
だ
。ま
た

今
後
は
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
協
力
し
、利
活
用
を
進
め
る

た
め
の
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
、地
域
と
一
体
と
な
り
つ
く
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、自
治
体
や
民
間
企
業
が
協
力
し
、物
流
、

加
工
、倉
庫
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
関
連
産
業
を
集
積
さ

せ
、農
業
生
産
者
の
事
業
展
開
に
必
要
な
機
能
や
サ
ー
ビ
ス

を
シ
ェ
ア
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

●
や
の 

し
ん
じ
●

１
９
８
４
年
日
本
電
信
電
話
公
社
入
社
。東
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
取
締
役
千
葉
事
業
部
長
、

取
締
役
経
営
企
画
部
長
な
ど
を
経
て
、２
０
１
８

年
よ
り
現
職
。自
治
体
や
学
校
、企
業
な
ど
と
連

携
し
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
働
き

方
改
革
や
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
な
ど
を
活
用
し
た
産

業
活
性
化
、自
治
体
・
教
育
・
医
療
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副
社
長

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
本
部
長

矢
野 

信
二
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主張・多論百出

　

た
と
え
ば
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）な
ど
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
化
や
な
る
べ
く
人
手
を
介
さ
な
い
農
業
が
実
現

で
き
る
と
と
も
に
、各
農
家
や
事
業
者
が
個
別
に
用
意
す
る

必
要
が
な
く
な
り
投
資
対
効
果
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
る
。

ま
た
農
業
を
切
り
口
に
敷ふ

設せ
つ

さ
れ
る
こ
う
し
た
通
信
イ
ン

フ
ラ
を
、防
災
や
防
犯
対
策
、社
会
福
祉
や
観
光
な
ど
の
用

途
に
も
活
用
す
る
こ
と
で
、自
治
体
は
持
続
可
能
な
街
づ
く

り
の
基
盤
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
を
通
じ
て
実
感
す
る
の
は
、農
業
を
は
じ
め
と
す

る
第
一
次
産
業
、そ
し
て
そ
の
先
の
関
連
産
業
が

地
域
経
済
の
重
要
基
盤
で
あ
る
こ
と
だ
。地
域
社
会
の
お
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
最
大
の
テ
ー
マ
は
、農
業
を
起
点
と
す

る
エ
コ
シ
テ
ィ
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く
か
、と
も
い
え
る
。

第
一
次
産
業
を
切
り
口
に
加
工
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
第
二
次

産
業
が
集
ま
り
、さ
ら
に
学
術
・
研
究
機
関
な
ど
が
加
わ
る

こ
と
で
文
化
が
生
ま
れ
、観
光
の
よ
う
な
第
三
次
産
業
ま
で

視
野
に
入
れ
た
成
長
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
も
夢
で
は

な
い
。情
報
通
信
の
利
活
用
は
人
手
不
足
に
対
応
し
た
生
産

性
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
。品
種
改
良
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
世
界
へ
の
展
開
、ま
た
防
災
や
防
犯
、環
境
に
や
さ
し

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、高
齢
者
で
も
安

心
安
全
に
農
作
業
に
従
事
し
、快
適
な
生
活
を
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。リ
モ
ー
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、自
治
体
や
Ｊ
Ａ

の
限
ら
れ
た
営
農
支
援
リ
ソ
ー
ス
を
、な
る
べ
く
多
く
の
希

望
者
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、若
者
な
ど
の
新
規
就
農
希
望

者
も
増
え
る
だ
ろ
う
。ま
さ
に
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
希
望
だ
。エ
コ
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
と

少
し
先
の
話
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、す
で
に
各
地
で
多
く

の
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、多
様
な
ケ
ー
ス
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
。

　

農
業
起
点
の
エ
コ
シ
テ
ィ
は
地
域
の
魅
力
・
特
色
を
高
め

る
地
域
の
価
値
創
造
で
あ
る
と
と
も
に「
地
域
循
環
型
社
会

の
実
現
」に
も
つ
な
が
る
。地
域
に
基
盤
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
第
一
産
業
従
事
者
、自
治
体
、教
育
機
関

な
ど
と
力
を
合
わ
せ
て
、特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

く
べ
き
だ
。そ
の
カ
ギ
は
人
の
つ
な
が
り
に
あ
る
。コ
ロ
ナ

禍
で
非
対
面
、非
接
触
が
求
め
ら
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
希
薄
に
な
り
が
ち
だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
多
用
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
共
有
し
て
、弊
社
グ
ル
ー
プ
も

し
っ
か
り
と
地
域
に
根
差
し
て
、長
期
視
点
で
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

地
域
に
基
盤
を
持
つ
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ
き
だ
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中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
、日
本
国

内
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、国
民
の
活
動
が

制
限
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、ウ
イ
ル
ス
の
遺

伝
子
情
報
を
解
析
し
た
研
究
成
果
が
報
道
さ
れ
て
い

る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、日
本
で
は
、２
０
２
０
年
１
～
２
月
の

第
一
波
の
流
行
は
中
国
由
来
の
ウ

イ
ル
ス
で
あ
り
、３
月
以
降
の
第

二
波
は
欧
州
由
来
の
ウ
イ
ル
ス
が

主
体
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
研
究
で
は
、ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
子
変
異
箇
所
を「
足
跡
」と

し
て
追
跡
し
、感
染
の
つ
な
が
り

を
推
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
携
わ
っ
て
い
る
家
畜
の
感

染
症
の
分
野
で
は
、10
年
に「
口こ

う

蹄て
い

疫え
き
」と
い
う
病
気
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
と
は
、牛
と
豚
の
感
染
症
で
、感
染
力
が
と

て
も
強
く
、国
内
外
で
警
戒
さ
れ
て
い
る
病
気
で
す
。

口
蹄
疫
に
感
染
す
る
と
、口
や
鼻
、蹄
な
ど
に
水
疱
や

び
ら
ん
・
潰
瘍
が
形
成
さ
れ
、感
染
し
た
動
物
は
エ

サ
を
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、歩
け
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。牛
は
少
し
の
ウ
イ
ル
ス
量
で
も
感
染
し

や
す
く
、豚
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。万
が
一
、発
生
し
た
場
合
に
は
、

感
染
し
た
家
畜
は
法
律
に
基
づ
き
処
分
す
る
と
い
う

強
力
な
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、10

年
の
発
生
の
際
に
は
、実
際
に
約
29
万
頭
の
牛
と
豚

が
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、発
生
農
場
か
ら
分
離
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
の
遺
伝
子
情
報
と
、発
生
農
場
の
地
理

情
報
や
感
染
日
と
い
っ
た
関
連
情
報
を
用
い
て
、口

蹄
疫
が
ど
の
農
場
か
ら
ど
の
農
場
に
広
が
っ
た
か
と

い
う
感
染
拡
大
経
路
を
推
定
し
ま
し
た
。そ
し
て
、ど

の
よ
う
な
条
件
の
農
場
が
他
の
農
場
へ
の
感
染（
二

次
感
染
）を
起
こ
し
や
す
か
っ
た
の
か
を
分
析
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、全
感
染
農
場
２
９

２
戸
の
う
ち
、約
３
割
の
農
場

（
１
０
１
戸
）が
、二
次
感
染
を
起

こ
し
て
い
ま
し
た
。二
次
感
染
の

戸
数
は
平
均
２
戸
で
し
た
が
、10

戸
以
上
の
農
場
を
感
染
さ
せ
て

い
た
農
場
も
あ
り
ま
し
た
。二
次

感
染
を
起
こ
し
や
す
か
っ
た
農

場
の
条
件
と
し
て
、「
発
症
か
ら

通
報
ま
で
の
日
数
が
長
い
こ
と
」

「
半
径
１
㌔
メ
ー
ト
ル
以
内
に
牛
と
豚
の
農
場
が
多

い
こ
と
」「
豚
農
場
で
あ
る
こ
と
」が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
に
感
染
が
広
が
っ
た
の
か
を
推
定
で
き

れ
ば
、流
行
の
特
徴
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
し
、

感
染
が
広
が
り
や
す
い
条
件
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、効
果
的
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。遺
伝
子
情
報
を
用
い
た
感
染
拡

大
の
推
定
は
、ホ
ッ
ト
な
研
究
分
野
で
あ
り
、こ
れ
か

ら
も
応
用
が
進
ん
で
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

はやま ようこ
2001年農林水産省入省。動物検疫所、同省動物衛生
課、畜水産安全管理課を経て、08年に農研機構動物
衛生研究部門へ。家畜の感染症の疫学研究に従事。
感染症の広がりとその対策について、データ解析や
シミュレーション手法を用いた研究を進めている。

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
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遺伝子情報で感染経路を推定する
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口蹄疫に感染した豚の鼻の病変。水疱が破れ
て、ただれている� （出典：農林水産省ＨＰ）



８
０
０
年
も
の
歴
史
あ
る
竹
田
地
区

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
竹
田
地
区
は
、福
井
県
の
北
部
、石

川
県
と
県
境
を
接
す
る
坂
井
市
丸
岡
町
東
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。丈た

け

競く
ら
べ

山や
ま

や
火ひ

燈と
も
し

山や
ま

な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
盆
地
で
、北
陸
自
動
車
道
丸
岡
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
約
20

分
、福
井
市
市
街
地
か
ら
は
約
40
分
程
度
で
結
ば
れ
、石

川
県
加
賀
市
の
山
中
温
泉
を
つ
な
ぐ
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
、温
泉
と「
永
平
寺
」（
曹
洞
宗
大
本
山
）を
結
ぶ

ル
ー
ト
に
な
る
な
ど
、ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
は
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
地
区
の
歴
史
は
お
よ
そ
８
０
０
年
前
か
ら
白
山

信
仰
の
吉
谷
寺
を
中
心
に
栄
え
、４
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
福
井
県
最
古
の
住
宅
で
あ
る「
千
古
の
家
」（
江
戸

時
代
初
期
の
建
立
）の
主
、坪
川
家
が
移
り
住
ん
だ
こ

と
を
き
っ
か
け
に
諸
人
が
集
ま
り
竹
田
が
興
っ
た
、と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
数
百
年
前
か
ら
伝
わ
る
坂
井
市
伝
統
無
形
文

化
財「
じ
ょ
ん
こ
ろ
踊
り
」「
ヤ
レ
ヤ
レ
踊
り
」が
現
在

ま
で
伝
え
ら
れ
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
産
品
は
、竹
田
山
菜
生
産
組
合
が
標
高
約
７
０
０

～
８
０
０
㍍
の
山
林
、約
30
㌶
で
生
産
し
て
い
る
ゼ
ン

マ
イ
を
青
味
が
残
る
よ
う
に
乾
燥
し
た「
み
ど
り
干
し

ぜ
ん
ま
い
」、竹
田
自
然
薯
生
産
組
合
が
畑
で
生
産
し
て

い
る「
た
け
だ
の
自
然
薯
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
地
区
は
、明
治
時
代
に
山
竹
田
村
、吉
谷
村
、山

口
村
お
よ
び
上
竹
田
村
の
４
村（
集
落
）に
よ
り
誕
生

し
ま
し
た
。そ
の
後
、１
８
８
９
年（
明
治
22
年
）に
は

竹
田
村
と
な
り
１
９
５
７
年（
昭
和
32
年
）に
丸
岡
町

に
合
併
、そ
し
て
、２
０
０
６
年
に
は
丸
岡
町
、三
国
町
、

春
江
町
、坂
井
町
の
4
町
が
合
併
し
、坂
井
市
と
な
り

ま
し
た
。

　

竹
田
地
区
の
基
幹
産
業
は
林
業
で
す
。以
前
は
、豊

富
な
山
林
資
源
を
活
か
し
て
、木
炭
の
生
産
や
銅
山
に

よ
り
人
口
は
約
２
０
０
０
人
を
数
え
て
い
ま
し
た
。竹

田
文
化
共
栄
会（
以
下
、共
栄
会
）は
、竹
田
村
が
保
有

し
て
い
た
山
林
の
保
全
、森
林
経
営
な
ど
を
目
的
と
し

て
全
戸
が
加
入
し
、１
９
６
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
林
業
衰
退
と
と
も
に
地
域
の
元
気
は
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。私
ど
も
の
親
世
代
は
竹
田
村
か
ら

受
け
継
い
だ
竹
田
を
後
世
に
守
り
伝
え
よ
う
と
、共
栄

会
を
設
立
し
、竹
田
地
区
の
開
発
に
心
血
を
注
ぎ
、県
営

ダ
ム
を
誘
致
し
石
川
県
と
永
平
寺
を
結
ぶ
国
道
３
６
４

号
を
開
通
さ
せ
、竹
田
地
区
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。ま
た
私
ど
も
世
代
も
86
年
よ
り「
竹
田
じ
ょ
ん

こ
ろ
雪
ま
つ
り
」を
25
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、県
内

外
に
竹
田
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
お
こ
し
の
か
い
な
く
、少

子
高
齢
化
が
進
み
、山
林
や
田
畑
が
放
置
さ
れ
荒
地
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

年
々
、竹
田
小
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
著
し
く
減

少
、複
式
学
級
、複
々
式
学
級
と
な
り
、学
級
の
運
営
が

困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。存
続
を
す
べ
く
あ
ら
ゆ

る
方
策
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、地
区
住
民
み
ず
か
ら
が

休
校
や
む
な
し
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
し
て
、地
区
か

ら
坂
井
市
に
休
校
を
申
し
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
３
月
竹
田
小
学
校
、丸
岡
中
学
校
竹
田
分

過
疎
の
廃
校
生
ま
れ
の
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん

若
者
が
移
住
、定
住
の
地
域
づ
く
り
は
進
行
中

福
井
県
坂
井
市

一
般
社
団
法
人
竹
田
文
化
共
栄
会 

常
任
理
事

大
川 

貞
幸
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まちづくり むらづくり

校
は
休
校
、４
年
後
の
14
年
３
月
に
は
地
区
住
民
の
総

意
に
よ
り
廃
校
と
し
ま
し
た
。４
年
の
間
に
地
区
か
ら

子
ど
も
の
歓
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。ど
ん
ど

ん
地
区
は
活
気
が
な
く
な
り
、想
像
以
上
の
衰
退
を
経

験
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
こ
の
ま
ま
衰
退
す
る
の
を
、指
を
く
わ
え
て
み

て
い
る
私
た
ち
で
は
な
い
ん
で
す
。共
栄
会
は
、「
祖
先

か
ら
脈
々
と
つ
づ
く
自
分
た
ち
の
ふ
る
里
を
よ
く
し
た

い
」と
思
う
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
熱
心
な
メ
ン
バ
ー

が
多
い
。地
域
づ
く
り
の
た
め
に
多
様
な
主
体
が
連
携

す
る
こ
と
で
、お
互
い
が
密
接
に
結
び
つ
き
、「
竹
田
が

元
気
に
な
る
多
様
な
取
り
組
み
」を
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
と
竹
田
地
区
民
が
一
体
と
な
っ
て
、こ
の
難
局
に

団
結
し
立
ち
向
か
お
う
と
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

　

竹
田
地
区
は
竹
田
川
の
上
流
に
位
置
し
、市
民
の
水

が
め
で
あ
る「
龍
ヶ
鼻
ダ
ム
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、地
区

の
山
林
や
田
畑
が
放
置
さ
れ
荒
地
と
な
る
こ
と
は
、災

害
防
止
ま
た
飲
料
水
の
確
保
に
も
多
大
な
影
響
が
想
定

さ
れ
、人
口
減
少
と
担
い
手
不
足
が
続
く
な
か
、集
落

機
能
の
維
持
、地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
危
機
感
を
持

っ
て
い
た
市
も
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
様
な
団
体
と
連
携
し
取
り
組
む

　

ま
ず
私
た
ち
は
、「
自
分
た
ち
の
ふ
る
里
を
よ
く
し
た

い
」と
い
う
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
既
存
施
設
な
ど

の
利
活
用
を
含
め
た
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
竹
田
地
区
を
元

気
に
し
て
い
こ
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、地

区
内
の
各
界
各
年
代
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
で
構
成
さ
れ

る「
竹
田
の
将
来
を
考
え
る
会
」、学
識
経
験
者
、大
学
生
、

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
な
ど
の
多
様
な
主
体
で
構
成
す

る「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
」を
組
織
し
ま
し
た
。そ
し

て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、多
様
な
意

見
を
集
約
し
、２
０
１
４
年
３
月
に「
竹
田
の
里
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
竹
田
の
里
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
三
つ

あ
り
ま
す
。一
つ
目
は「
こ
ど
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」で
す
。子
ど
も
や
若
者
の
夢
と
心
を
育
み
ま
す
。二

つ
目
は「
食
」。竹
田
の
恵
み
を
五
感
で
味
わ
う
食
の
里

を
め
ざ
し
ま
す
。三
つ
目
は「
福
祉
」。竹
田
を
守
り
継

い
だ
お
年
寄
り
が
楽
し
く
健
康
に
暮
ら
す
幸
せ
の
里
で

す
。運
営
方
針
は
、住
民
が
参
加
で
き
雇
用
を
生
む
こ
と
、

竹
田
と
ヨ
ソ
モ
ノ
が
協
働
す
る
こ
と
、で
す
。

　
「
こ
ど
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
は
、廃
校
と
な

大川 貞幸　おおかわ さだゆき 一般社団法人 竹田文化共栄会
1950年福井県坂井市竹田地区
生まれ。障がい者福祉に従事

（社会福祉士）2017年叙勲瑞宝
双光章受章（社会福祉功労）。竹
田じょんころ雪まつりや竹田
の里しだれ桜まつりを企画。旧
竹田小学校の利活用を中心と
した「竹田の里将来ビジョン」
策定や「ちくちくぼんぼん」の
リノベーション準備に当初か
ら関わる。ちくちくぼんぼん所
長としても活動中。

1964年、社団法人竹田文化共
栄会として設立、その後、2013
年に一般社団法人に移行した。
森林の模範的経営を実践する
ことにより、林業に関する技術
と知識を普及し愛林思想の振
興をはかり、併せて社会公共施
設の運営及び福利厚生事業を
おこなうことを目的にしてい
る。19年全国農林水産祭にて

「内閣総理大臣賞受賞むらづく
り部門」受賞。

上：田圃をつかった「どろ遊園地」は子どもたちに大人気
下：共栄会役員、おばあシェフ、「ちくちくぼんぼん」で働くUターンして
きてくれた若者らと

32　AFCフォーラム 2021・1



まちづくり むらづくり

っ
た
旧
竹
田
小
学
校
、丸
岡
中
学
校
竹
田
分
校
の
校
舎

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、自
然
体
験
宿
泊
施
設
・
坂
井

市
竹
田
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」

を
16
年
７
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
食
」に
つ
い
て
は
、17
年
に
は
旧
保
育
園
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
竹
田
の
恵
み
を
五
感
で
味
わ
う
食
の
里
と

し
て
女
性
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
・
ク
ラ
ル
テ
」を
オ
ー
プ
ン
。

　
「
福
祉
」で
は
、竹
田
育
ち
の
若
者
起
業
家
に
よ
り
地

区
内
に
お
年
寄
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
で
き
、お

年
寄
り
の
健
康
相
談
体
制
が
で
き
た
こ
と
で
ほ
ぼ
竹
田

の
里
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
完
結
し
た
の
で
す
。

発
信
基
地
・
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん

　
「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
ち
く
」は
竹
田
の
竹
、「
ぼ
ん
」は
フ
ラ
ン
ス
語
の

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
と
っ
て
名
付
け
ま
し
た
。仏
語
の

Ｂボ

ン
ｏ
ｎ
は
英
語
で
い
う
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
と
い
う
意
味
あ
り

「
竹
田
よ
い
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」を
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
の
利
用
者
も
飛
躍
的
に
伸

び
、交
流
人
口
の
増
加
、地
元
雇
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
２
年
目
以
降
は
、年
間
２
万
人
以
上
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。新
た
な
地
域
の
交
流

拠
点
と
し
て
広
が
り
、竹
田
の
山
里
の
魅
力
を
伝
え
る

大
き
な
発
信
基
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
は
と
く
に
協
力
団
体
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
ほ
う
か
ご
が
っ
こ
う
」が
か
か
わ
っ

て
い
て
、「
ど
ろ
遊
園
地
＆
ド
ラ
ム
缶
風
呂
」「
龍
ケ
鼻
ダ

ム
で
の
カ
ヤ
ッ
ク
遊
び
」な
ど
、竹
田
の
山
里
の
特
色

を
活
か
し
た
40
種
に
も
及
ぶ
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
生
み
出
さ
れ
て
い
て
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
よ
り「
都
市
農
村
共
生
・
対
流
総
合
対

策
交
付
金（
農
水
省
）」を
活
用
し
、子
ど
も
農
村
漁
村

交
流
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
、県
内
各
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
を
地
域
活
動
に
積
極
的
に
迎
え
入
れ
、竹
田

住
民
と
ヨ
ソ
モ
ノ
と
の
協
働
に
よ
り
、自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。「
竹
田
じ
ょ
ん
こ
ろ

雪
ま
つ
り
」を
始
め
た
こ
ろ
よ
り
、ヨ
ソ
モ
ノ
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
お
こ
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

地
元
住
民
の
理
解
と
受
け
入
れ
態
勢
の
下
地
は
醸
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
成
功
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

19
年
２
月
に
は「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」内
に
県
産

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た「
木
育
ト
イ
ル
ー
ム
」

も
完
成
し
、小
さ
な
子
ど
も
が
木
の
持
つ
温
か
さ
、柔

ら
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
交
流
人
口
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
金
沢
市
や
富
山
市
、福
井
市
で
働
い

て
い
た
竹
田
生
ま
れ
の
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
就
労
、神

奈
川
県
出
身
の
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
男
性
シ
ェ
フ

が
竹
田
地
区
に
定
住
し「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」の
シ

ェ
フ
と
し
て
就
労
、地
元
女
性
ス
タ
ッ
フ（
お
ば
あ
シ

ェ
フ
16
人
）が
竹
田
の
地
元
食
材
を
活
用
し
た
食
事
を

伝
承
料
理
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、男
性
作
業
員
、従

事
者
を
合
わ
せ
る
と
約
40
人
の
雇
用
が
創
出
で
き
た
の

で
す
。

　

共
栄
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
竹
田
の
森
林
資
源
の
保
全

に
加
え
、将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
地
区
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
地
域
活
動
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。竹
田
地
区
の
発
展
に
つ
な
が
り
一
定
の
成
果

を
あ
げ
ら
れ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、地
元
住
民

の
熱
意
と
理
解
は
も
と
よ
り
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
、大
学
生
な
ど
の
若
者
や
女
性

な
ど
竹
田
を
愛
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
々
の
支
援
、協

力
あ
っ
て
こ
そ
取
り
組
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

共
栄
会
が
中
心
と
な
っ
て
地
区
を
上
げ
て
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
の
究
極
の
目
標
は
、竹
田
地
区
に
移
住
・

定
住
で
き
る
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で

す
。竹
田
地
区
へ
の
来
訪
者
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、

移
住
者
も
こ
こ
５
年
で
10
人
と
成
果
を
上
げ
、人
口
減

少
に
や
や
歯
止
め
が
か
か
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

現
在
、65
歳
以
上
の
割
合
は
43
％
に
下
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
竹
田
の
山
里
の
暮
ら
し
や
景

観
を
守
り
一
層
住
み
よ
い
竹
田
を
め
ざ
し
て
地
域
づ
く

り
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

竹田地区全景
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書評

書
評

読まれてます

　

地
域
経
済
を
創
り
な
お
す
に
は
、ま
ず
そ
の
実
態
を

き
ち
ん
と
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て「
地
域
の
漏
れ
バ
ケ
ツ
モ
デ

ル
」を
提
唱
し
て
い
る
。高
度
経
済
成
長
期
の
地
方
の
首

長
の
役
割
は
中
央
か
ら
た
く
さ
ん
の
補
助
金
な
ど
を
持

っ
て
帰
る
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
、財
政
危
機
で
日

本
経
済
が
停
滞
か
ら
衰
退
に
向
か
う
状
況
で
は
、国
か

ら
の
お
金
は
減
る
一
方
だ
。そ
う
な
る
と
地
域
で
獲
得

さ
れ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
が
重

要
だ
と
指
摘
す
る
。地
域
の
内
と
外
の
ど
ち
ら
で
消
費

さ
れ
る
の
か
。再
投
資
も
ど
こ
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

お
金
が
域
内
で
何
回
も
循
環
し
て
消
費
や
投
資
に
活
用

さ
れ
れ
ば
、乗
数
効
果
の
働
き
で
域
内
経
済
は
拡
大
に

向
か
う
が
、域
外
に
漏
れ
出
し
て
い
れ
ば
経
済
は
衰
退

過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

そ
の
実
態
を
分
析
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、産
業
連
関

表
や
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）の
活

用
を
推
奨
し
て
い
る
。と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、「
域
際

収
支
」の
数
字
だ
。「
域
際
収
支
」と
は
、地
域
の「
移
出
・

輸
出
」と「
移
入
・
輸
入
」と
の
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
も
の
。

「
漏
れ
バ
ケ
ツ
」の
穴
が
大
き
け
れ
ば
、「
域
際
収
支
」は

赤
字
と
な
り
、そ
の
逆
は「
黒
字
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
域
内
経
済
の
成
長
の
た
め
に
は
、「
域
際
収

支
」の
黒
字
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。こ
れ
が
筆
者

の「
診
断
」に
あ
た
る
。

　

そ
の
う
え
で
黒
字
化
の
た
め
の
対
策
は
、「
漏
れ
穴
」

を
ふ
さ
ぐ
身
近
な
例
と
し
て
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
食

を
地
域
で
つ
く
る「
地
消
地
産
」（
地
産
地
消
で
は
な
い
）

へ
の
取
り
組
み
を
提
唱
し
て
い
る
。つ
ま
り
消
費
に
見

合
う
域
内
生
産
の
増
大
→
域
内
で
の
再
投
資
→
雇
用
と

所
得
の
増
加
→
定
住
者
増
が
期
待
で
き
る
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
だ
。

　

さ
ら
に
筆
者
は
、最
大
の「
漏
れ
穴
」で
あ
る
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
転
換
を
強
調
す
る
。た
と
え
ば
域

外
か
ら
の
化
石
燃
料
に
よ
る
電
力
に
代
え
地
域
資
源
を

活
用
す
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
よ
っ
て
、地
域

か
ら
漏
出
し
て
い
た
電
気
料
金
が
地
域
に
留
ま
る
だ
け

で
な
く
、地
域
へ
の
再
投
資
に
よ
る
雇
用
と
所
得
の
確

保
に
つ
な
が
り
、経
済
の
成
長
と
定
住
者
増
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
は
、国
と
地
方
の
権
限
や
税
源

の
配
分
の
在
り
方
な
ど
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
、コ
ロ
ナ
後
の
社
会
に
お
け
る
極
め
て
現
実
的
な

提
言
で
あ
る
。�

枝
廣 
淳
子 
著

武
本 

俊
彦

（
新
潟
食
料
農
業
大
学
教
授
）

地
域
の
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
経
済
へ （岩波新書・780円 税抜）

『
地
元
経
済
を
創
り
な
お
す

�

―
分
析
・
診
断
・
対
策
』

三省堂書店農林水産省売店（2020年11月1日～11月30日・税抜）

タイトル 著者 出版社 定価
1 農業・農村政策の光と影 荒川 隆／著 全国酪農協会 1,500円
2 マッキンゼーが読み解く食と農の未来 アンドレ・アンドニアン、

川西 剛史、山田 唯人／著
日経BP
日本経済新聞出版本部 2,000円

3 東大卒、農家の右腕になる。 佐川 友彦／著 ダイヤモンド社 1,800円
4 フードテック革命 世界700兆円の新産業 「食」の進化と再定義 田中 宏隆、岡田 亜希子、瀬川 明秀／著

外村 仁／監修 日経BP 1,800円
5 地図とデータで見る農業の世界ハンドブック ジャン＝ポール・シャルヴェ／著 原書房 2,800円
6 ビジネスパーソンの新・兼業農家論 井本 喜久／著 クロスメディア・パブリッシング 1,480円
7 平成農政の真実 キーマンが語る 菅 正治／著 筑波書房 1,500円
8 データ農業が日本を救う 窪田 新之助／著 集英社インターナショナル 840円
9 2030年のフード＆アグリテック 農と食の未来を変える世界の先進ビジネス70 佐藤 光泰、石井 佑基／著 同文舘出版 2,300円
10 フードバリューチェーンが変える日本農業 大泉 一貫／著 日本経済新聞出版社 1,800円
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